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は
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おおさか文化遺産めぐり その 196

熊野詣に旅立つ人々を見守った
王子（神社）が点在

１ 陸路の出発点、渡辺（窪津）王子があったと伝わる坐摩神社行宮　２ 阿倍王子神社の本殿　３ ウクライナの画家により描かれ、奉納された本殿の大絵馬と特別御朱印
４ 末社の安倍晴明神社（写真提供：（公財）大阪観光局）　５ 熊野街道の碑

 阿倍王子神社
〒545-0034
大阪市阿倍野区阿倍野元町9-4
TEL： 06-6622-2565

（社務所受付 9：00〜17：00）

［アクセス］
阪堺電気軌道上町線
東天下茶屋駅より 徒歩5分
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平安時代から江戸初期まで、人々が列をなして向かった熊野本宮大社をはじめとする熊野三山。上町台地
など大阪市内には熊野詣のルートである「熊野街道」の遺構が所々に残ります。
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子
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社

大阪シティ信用金庫協賛大阪府ウオーキング協会主催

大阪ウオーキング2024
今月のおすすめウォーキング

5月 曜 行事名 距離 最寄り駅・集合場所 集合時間 解散場所

8日 水 なにわのバラ園満喫 10km JR天満駅 扇町公園 10:00 JR大阪駅

11日 土
歴史のまち・今昔シリーズ③
八軒家船着場跡から天王寺へ

熊野街道を歩く
6km
10km JR京橋駅　北口 9：45 JR

天王寺駅

18日 土 摂津国・国分寺から
異文化のコリアタウンへ

7km
11km JR天満駅 9：45 JR桃谷駅

21日 火 陶器山・天野街道ハイキング 10km 南海 金剛駅 駅前広場 8：45 南海 金剛駅

22日 水 大阪８低山巡り（鶴見新山） 10km JR放出駅 放出小公園 10:00 JR京橋駅
阿倍王子神社の西門。西門に面した道路が熊野街道

渡わ
た
な
べ
の
つ

辺
津（
八
軒
家
浜
）が

陸
路
の
ス
タ
ー
ト
地
点

　

熊
野
詣
は
、
平
安
末
期
に
広
ま

っ
た
末
法
思
想
に
よ
り
、
不
安
を

募
ら
せ
た
京
の
皇
族
・
貴
族
た
ち

が
霊
地
で
あ
っ
た
熊
野
へ
お
参
り

し
て
極
楽
往
生
を
願
っ
た
の
が
始

ま
り
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

や
が
て
庶
民
へ
と
広
が
り
、「
蟻

の
熊
野
詣
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
多

く
の
人
々
が
熊
野
三
山
を
目
指
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
霊

地
の
多
く
は
女
性
や
病
人
は
禁
制

で
し
た
が
、
熊
野
三
山
は
分
け
隔

て
な
く
誰
で
も
受
け
入
れ
た
か
ら

で
す
。

　

往
復
で
約
１
カ
月
と
い
う
長
い

道
中
に
は
「
王
子
」
と
呼
ば
れ
る

社
が
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

人
々
は
熊
野
権
現
の
分
霊
が
祀
ら

れ
た
王
子
に
参
拝
し
、
し
ば
し
の

休
息
を
と
っ
た
と
い
い
ま
す
。
全

体
を
称
し
て「
熊
野
九き

ゅ
う
じ
ゅ
う
き
ゅ
う

十
九
王
子
」

と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
社
の
数
で
は
な
く
、

「
数
が
多
い
」こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

京
都
か
ら
熊
野
三
山
を
め
ざ
す

場
合
は
淀
川
を
船
で
下
り
、

渡わ
た
な
べ
の
つ

辺
津
（
の
ち
八
軒
家
浜
・
現
在

南
大
江
公
園
）、郡こ

う

戸と

王
子（
※
高
津
宮
）

に
次
ぐ
第
４
王
子
で
し
た
が
、
中

世
の
戦
乱
や
熊
野
信
仰
の
衰
退
と

と
も
に
王
子
が
徐
々
に
姿
を
消
し

て
い
き
、
江
戸
時
代
か
ら
は
第
２

王
子
、
そ
し
て
今
、
大
阪
府
内
で

唯
一
、
旧
地
現
存
の
王
子
社
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

本
殿
に
は
平
和
を
願
っ
て
、
日

本
に
避
難
し
て
き
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
画
家
が
描
い
た
龍
の
大
絵
馬
が

の
天
満
橋
付
近
）
で
降
り
立
ち
、

ま
ず
は
最
初
の
王
子
「
渡
辺
（
窪

津
）
王
子
」
で
旅
の
安
全
を
祈
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
四
天
王
寺
や
住
吉
大

社
、
堺
を
経
て
紀
州
へ
と
熊
野
街

道
を
進
む
と
い
う
の
が
通
説
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
熊
野
街
道
の
西

側
が
ま
だ
海
だ
っ
た
頃
に
は
、
四

天
王
寺
ま
で
船
で
や
っ
て
来
た
人

も
い
た
そ
う
で
す
。

大
阪
府
内
で
唯
一
残
っ
た

阿
倍
王
子
神
社

　

阿
倍
王
子
神
社
は
、
現
在
上
映

中
の
映
画
『
陰
陽
師
０
』
で
話
題

の
安
倍
晴
明
を
輩
出
し
た
安
倍
氏

に
縁ゆ

か
り

の
あ
る
神
社
で
、
四
天
王
寺

と
住
吉
大
社
の
真
ん
中
あ
た
り
に

あ
る
こ
と
か
ら
熊
野
王
子
の
１
つ

と
な
り
ま
し
た
。
神
社
の
西
側
に

は
熊
野
街
道
が
通
り
、
鎌
倉
時
代

に
は
後
鳥
羽
上
皇
や
修
明
門
院

（
順
徳
天
皇
の
母
）
が
こ
こ
で
祈

祷
し
た
こ
と
や
、
江
戸
時
代
に
は

境
内
の
茶
屋
で
人
々
が
休
憩
し
た

と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
、大
阪
で
は
渡
辺（
窪

津
）
王
子
、
坂
口
王
子
（
※
中
央
区

奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
国
旗
の
色
で
あ
る
青
と

黄
色
を
用
い
、
願
い
を
叶
え
る
と

い
わ
れ
る
宝
珠
を
つ
か
み
と
る
姿

が
描
か
れ
、
こ
の
大
絵
馬
の
龍
を

あ
し
ら
っ
た
特
別
御
朱
印
の
初
穂

料
（
１
０
０
０
円
）
の
一
部
は
、

避
難
者
の
支
援
金
に
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

末
社
に
は
安
倍
晴
明
神
社
が
あ

り
、
晴
明
没
後
の
１
０
０
７
（
寛

弘
４
）
年
の
創
建
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

※事前お申込み不要です。会場へ直接お越しください

5月のコースから
一部をご紹介します

八軒家船着場跡大 

川
渡
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窪
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）王
子

（
坐
摩
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行
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）
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王
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（
南
大
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園
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（
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上
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（
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町
時
代
よ
り
）

阿
倍
野
王
子

（
阿
倍
王
子
神
社
）
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